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ダム貯水池の形状を利用した濁水対策 

－3次元解析モデルを用いた対策効果の予測評価－ 
 

 

守谷 将史、柳井 信一、森井 裕、大川 佳子 

 

1. はじめに 

早明浦ダムでは、昭和 50 年のダム完成以降、濁水

長期化が課題となっており、これまでにグリーンベル

ト事業(裸地への植栽等)や選択取水設備の設置等の

対策が実施されてきた。これにより濁水は低減されて

きたが、現在も大規模な出水時等には写真 1 のよう

に濁水長期化がみられる状況である｡ 

本研究は、早明浦ダムの特徴的な貯水池形状を利用

した清水温存フェンスによる濁水対策について、その

効果を 3 次元解析モデルにより予測評価するととも

に、効果的な運用方法を検討したものである。 

 

 
写真 1 H30.7出水後の状況 

 

2. 清水温存フェンスの概要 

図 1 に示すように、清水温存フェンスは 3 枚のフ

ェンスで構成され、「出水時にはダムサイト付近の湾

曲部に清水を温存」し、「出水後に温存した清水を放

流」することで濁水長期化を低減するものである。 

フェンス①、②は浮沈式として、出水時は浮沈部を

閉じて清水を温存し、出水後に浮沈部を開いて清水を

流下させる。ただし、浮沈部の開操作だけでは湾曲部

に温存した清水が移動しないことが想定されるため、

固定式のフェンス③により湾曲部の清水を押し出す

流れを作る。 

フェンスの深さは、5m、10m、15m で濁水低減効果

と費用を比較し、最も効率的に濁水低減ができると予

測された 10mとしている。 

 

3. 3次元解析モデルの概要 

ダムの水質解析には流下方向と鉛直方向の水質変

化を表現できる鉛直 2 次元モデルが一般的に使用さ

れるが、清水温存フェンスによる対策では、平面的な

濁水の挙動が重要となる。このため、図 3 のように

水平方向 50～100m 間隔、鉛直方向 1m間隔でメッシュ

分割した 3 次元解析モデルを用いて対策効果の予測

評価を行った。 

 

 
図 1 清水温存フェンスのイメージ 出水後 

 

 
図 2 モデルメッシュ図 

 

4. 清水温存フェンスによる濁水低減効果 

(1) 予測条件 

上記の 3 次元解析モデルを用いて、清水温存フェン

スを使用した場合の濁水低減効果を予測評価した。予

測条件として、清水温存フェンス以外の流入量や放流

量、選択取水設備の運用方法等は実績と同様とした。

早明浦ダムでは、濁水を早期に放流するために選択取

水は出水中は高濁度層から取水し、出水後に表層取水

に切り替える運用を実施している。清水温存フェンス

出水時

選択取水
（高濁度層取水）

洪水吐

○フェンス①（浮沈式：深さ10m）
・浮沈部を閉じる→濁水の流入を抑制
（湾曲部に清水を温存）

○フェンス②（浮沈式：深さ10m）
・フェンス①と同様

○フェンス③（固定式：深さ10m）
・出水濁水は稜線部をショートカットさせて放流
（フェンス③は出水時も固定したまま）

濁水はフェンス下部を通過

清水温存量：約700万m3

（放流約2日分）

出水後

選択取水
（表層（清水）取水）

○フェンス①（浮沈式：深さ10m）
・浮沈部を開く→清水をダムサイトへ流す

○フェンス②（浮沈式：深さ10m）
・フェンス①と同様
※フェンス②を開かないとフェンス①から
　 清水が流出しない

○フェンス③（固定式：深さ10m）
・稜線部の流れを止める
※湾曲部を経由してダムサイトに向かう流れを形成

湾曲部の清水を押し出す
流下距離を長くして沈降させる
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33 335 327 316 310 302 294 294 292 275 252 243 247 250 250 258 259 264 269 273 279 287 288 292 286 276 275 264 264

32 340 311 301 294 277 269 262 251 246 255 258 252 252 255 255 251 250 256 263 265 267 264 259 257 249 249

31 335 307 289 289 280 262 253 253 266 274 264 254 250 250 243 241 249 252 253 249 248 252 252 248 248

30 332 321 317 309 286 263 253 248 264 285 280 269 265 262 254 250 253 251 251 249 250 254 255 252 252

29 343 327 300 277 266 258 245 261 284 296 300 297 289 279 270 269 269 269 269 268 274 282 282 282

28 336 308 288 285 281 263 250 264 277 292 310 332 320 313 296 290 286 284 289 284 292 314 323 323

27 336 321 310 309 307 297 274 259 252 263 274 297 319 335 319 299 278 256 251 255 265 283 310 335

26 341 334 334 332 329 328 313 287 266 252 252 264 283 304 304 291 277 257 245 250 250 254 269 295 319 340

25 336 341 326 305 279 262 245 255 272 280 276 268 255 245 250 260 254 252 265 284 302 322 334 341

24 340 325 301 280 256 249 258 266 254 248 248 248 263 267 255 250 263 275 286 304 314 326 338
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21 325 307 297 289 275 271 279 293 308 306 282 257 250 258 281 306 328

20 333 324 317 306 293 293 306 323 330 317 286 259 250 258 276 296 314 329

19 337 332 318 311 318 332 343 323 292 262 250 257 270 282 292 311 332

18 342 337 334 337 339 315 289 262 251 258 272 288 295 304 322 336

17 325 338 317 283 257 252 262 270 282 298 311 331

16 275 274 290 327 325 323 338 327 304 275 255 255 264 268 278 296 313 329

15 287 274 273 291 317 322 314 318 315 299 286 309 342 326 311 298 274 255 261 266 270 290 313 336

14 325 302 273 273 303 322 321 297 307 327 317 304 285 265 256 255 262 289 317 331 332 327 329 336 323 333 333 332 334 324 327 338 329 316 309 300 273 253 262 270 279 300 321 340

13 325 292 273 272 272 286 303 320 320 310 286 270 266 285 287 275 261 260 281 282 264 255 264 276 284 286 299 307 294 293 305 297 286 291 288 289 303 321 333 329 336 341 335 317 299 284 262 250 255 267 286 302 321 341

12 309 287 271 270 269 268 283 317 319 282 260 257 256 258 258 259 267 277 312 315 295 275 264 259 257 257 258 260 259 257 256 256 255 255 255 254 258 267 276 292 310 311 314 320 316 307 296 278 253 243 256 271 295 316 337

11 323 316 294 267 266 289 322 309 286 260 259 285 289 278 274 280 303 283 290 336 329 310 299 304 301 285 276 281 290 291 288 284 274 267 266 262 260 257 254 254 257 264 274 280 278 277 272 263 256 243 255 285 306 325 339

10 324 306 265 267 266 294 291 283 275 278 267 264 260 283 320 317 318 310 323 301 292 339 337 342 330 315 324 334 334 332 314 299 302 304 283 279 287 280 272 266 259 254 252 252 251 251 255 260 265 280 301 324 342

9 328 318 283 264 264 262 268 269 271 271 279 280 317 309 294 331 339 324 326 329 320 289 288 314 326 323 315 303 293 290 281 274 277 279 287 304 328 328 334

8 328 313 286 289 307 310 317 317 304 309 324 310 296 329 330 301 291 305 332 332 331 327 323 323 323 323 331

7 312 299 326 337 315 296 320 337 322 293 303 309 335

6 320 297 315 338 323 305 307 316 326 340
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2 321 331

1

　
5
0
m
メ
ッ
シ
ュ

1
0
0
m
メ
ッ
シ
ュ

100mメッシュ 50mメッシュ

フェンス①（浮沈式）

フェンス②（浮沈式）

フェンス③

（固定式）

発電放流(選択取水)
オリフィスE.L.325m
利水放流管E.L.262m(中心)

ダムサイト ダム下流 

放流水 
支川 

支川 



 2 

は、選択取水を表層取水運用に切り替えるタイミング

で浮沈部を開き、清水を放流することとした。 

(2) 予測結果 

比較的規模が小さい H24.9出水等では、温存した清

水を放流することで、図 3 に示すように、濁水の評

価基準として設定されている放流濁度 10 度以下に低

減することができると予測された。しかし、出水規模

が大きい H16.8 出水等では、図 4、図 5 のケース 1(青

色)に示すように放流濁度を低減できるが、濁度 10

度を下回ることができないと予測された。 

 

5. 効果的な運用方法の検討 

(1) 予測条件 

大規模出水時に対し、放流濁度を 10 度以下に低減

するための運用として、放流濁度がある程度低下して

から清水を放流する運用(浮沈部の開操作を遅らせる

運用)を検討した。 

(2) 予測結果 

浮沈部の開操作を遅らせることで、図 4、図 5 の

ケース 2(緑色)に示すように、放流濁度をより早く 10

度以下に低減できると予測された。しかし、清水温存

期間はフェンスによりダムサイト付近の水域が孤立

し、中層の比較的濁度が高い水を上層に引き上げなが

ら取水することになるため、浮沈部開操作までの放流

濁度は高くなると予測された。 

これを回避するため、フェンス③を浮沈式とし、清

水温存期間にフェンス③の浮沈部を開く運用を検討

した。その結果、図 4、図 5 のケース 3(紫色)に示す

ように、清水温存期間中の放流濁度上昇も抑えながら、

放流濁度 10 度超過日数も低減できると予測された。 

6. まとめ 

本研究では、早明浦ダムの特徴的な貯水池形状を利

用し、平面的な濁水の挙動を変化させる清水温存フェ

ンスによる濁水対策の効果を、3 次元解析モデルを用

いることで予測評価した。これにより、当初想定して

いた対策諸元・運用における課題が抽出され、より効

果的な対策を提案することができた。 

 
図 3 放流濁度予測結果 H24.9 出水(中規模出水) 

 
図 4 放流濁度予測結果 H16.8 出水(大規模出水) 

 
図 5 濁度の 3 次元分布の変化 H16.8 出水(大規模出水) 
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